
日時 ： 2017年10月21日(土) 13:00～15:00

場所 ： 東京大学法学政治学系総合教育棟２階 203教室

 於   ： 第16回東京大学ホームカミングディ

今⽇の地球規模的な課題に対処するためにはあらゆる叡智を結集し、事業化と合理性を追求する
必要があります。そしてこのようなプロジェクトにこそ、マクロエンジニアリングが求められて
います。
本講演会・懇談会では、マクロエンジニアリングのプリミティブなところから、“コストエンジ
ニアリング”と“最適化”のケーススタディを 3 題ご用意いたしました。その効果をご評価頂きた
いと存じます。皆様のご来場、ご支援、ご指導をお願い申し上げます。

⽇本マクロエンジニアリング学会 文明システムズ・地球環境・プロジェクト研究会

非集光型太陽熱温度差発電

講演会・シンポジウム info@jame-society.jp

http://www.u-tokyo.ac.jp/ja/alumni/interact/hcd/hcd2017/symposium/index.html http://www.jame-society.jp/

（最下段から2番目に日本マクロエンジニアリング学会のご案内がございます）
 (参加費は無料。事務局またはHPから申し込んで頂ければ資料を用意します）

日本マクロエンジニアリング学会 講演会・懇談会

第16回東京大学ホームカミングディ
多彩な催しものがございます。ごゆっくりお楽しみください。

⽇本マクロエンジニアリング学会
事務局　〒195-0054 東京都町田市三輪町 530-1

　　　　　 Tel  044-701-0600  Fax  044-988-1876

  Mail

  URL

プロジェクト：

　海水分離のマクロエンジニアリ

ングで使用エネルギーの最小化

効果：

①製塩コスト        1,600円/㌧

　 （vs. 国内製塩 10,000円/㌧）

　 （vs. 輸入塩CIF 4,500円/㌧）

②淡水コスト

　 農業用水　　　　　     16円/m

3

　 飲料水（ﾐﾈﾗﾙ調整） 30円/m

3

　 （vs.海水淡水化120円/m

3

）

③副産物に

　　　栄養塩（リン，窒素，珪素）

　　　レアメタルなど

プロジェクト ：

　海洋深層水冷熱を東京湾沿

岸の火力発電所（4,000万kW）

および首都圏の空調や工場に

冷却水を供給

  　　海水分離フロー

マクロエンジニアリングによる
ヒートアイランドの解消 マクロエンジニアリングによる

世界の⽔・⾷糧問題の解決

http://www.u-tokyo.ac.jp/ja/alumni/interact/hcd/hcd2017/

次世代の基幹電源

プロジェクト：

　既往最先端技術の組み合

わせにコストエンジニアリン

グ、最適化を適用

効果：

①低コスト　3.0円/kWh

　（ｲﾝﾄﾞﾈｼｱ，100万kW）

②無尽蔵

③安全性（低温・低圧）

④安定性（24h×365d）

⑤負荷追随性

⑥普遍性

　（広域で適用できる）

マクロエンジニアリングによる

効果：

①発電効率を15%向上、

　　⇒節約した燃料費の1/2で

　　　 ROA24%

②東京湾の水温を-1.6℃

　　⇒自然状態に戻す

　　 （海洋環境保全）

③海風で都心の気温を低下

　　⇒ヒートアイランドの解消」

④海洋深層水冷熱利用で

　　⇒空調のコスト80%OFF

⑤温排水のカスケード利用で

　　⇒新産業の創生

再生可能エネルギーに依る発電方式

様々な学問の最先端に触れる

（3.56%） 凡例

・大型分子,多価イオン （2.64%）

（栄養塩濃縮液） ・圧力調整

かん水（26%） 淡水

CR精製

精製かん水（26%）

（純度99.82%） Mg，Kなど

　　（純度99.991%） （純度99.88%）
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出力1MW, 10MW, 100MW, 1GW

部材別耐用年数

（独立変数の組み合わせに対する）発電コスト

発電コストの極値(最低値)か？

揚水動力

（所内率 ②）

送水他動力

（所内率 ③）

耐用年数 耐用年数

償却費 償却費 償却費

操業費、維持管理費、借地料、租

税公課

所内率①～③合計

送水・制御動力

（所内率①）

熱交換プレート性能

機種

作動流体特性

発電効率

取水施設の最適化 熱交換器面積他算出

工事費積算 工事費積算 設備費算出

集熱システムの最適化

日射量

発電装置（熱サイクル）の最適化

熱サイクル独立変数の組み合わせ

海底、海洋条件

⇒水温の最適化

値
を
変
更
，
次
の
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注)数値は概算です。実証を要します。

最適化フロー

Cool Tokyo 全体図

トライアル

与条件感度分析




